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ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
て

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
　
　
　
　
　

  

会 

長
　
安
田 

泰
治

　

平
素
よ
り
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
県
老
連

の
各
種
事
業
に
ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
我
が
国
は
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

み
、
人
口
も
14
年
連
続
で
減
少
し
、
従
来
の

試
算
よ
り
早
く
２
０
４
３
年
に
１
億
人
を
切

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
は
、「
団
塊
の
世
代
」
全
員
が

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
な
る
年
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
割
合
は
全
人
口
の
５
人

に
１
人
と
な
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
岡
山
県
の
総
人
口
に
占
め
る
高
齢
化

率
は
２
０
２
４
年
現
在
、
65
歳
以
上
31 

.4
％
、

75
歳
以
上
19 

.1
％
と
増
加
傾
向
（
国
の
平

均
よ
り
い
ず
れ
も
約
２
％
程
度
高
い
）
で
、

２
０
５
０
年
頃
ま
で
は
続
く
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
、

１
９
９
８
年
の
８
８
７
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
続
け
、
２
０
２
２
年
に
は
４
３
８
万
人

と
大
幅
に
減
少
し
、
岡
山
県
で
も
同
様
な
傾

向
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
原
因
は
、

会
員
の
自
然
減
（
死
亡
、
高
齢
者
施
設
入
所
、

転
居
等
）、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
解
散
・
休
止
、

会
員
の
退
会
、
新
規
加
入
が
進
ま
な
い
こ
と

等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
入
会
し
な
い

理
由
と
し
て
、
自
分
で
は
未
だ
高
齢
者
と
は

思
っ
て
い
な
い
、
定
年
後
も
何
か
し
ら
働
い

て
い
る
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
名
称
に
抵
抗
が
あ

る
、
人
間
関
係
に
自
信
が
な
い
等
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
防
ぐ
に
は
、
会
員
の
声
、
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
活
動
の
実
施
に
よ
っ
て
、
単

位
ク
ラ
ブ
の
解
散
・
休
止
や
退
会
者
を
少
な

く
す
る
と
と
も
に
、
後
継
者
を
育
て
る
こ
と

も
必
要
で
す
し
、
ま
た
高
齢
で
各
種
行
事
に

参
加
が
難
し
い
会
員
に
は
ゲ
ー
ム
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
活
動
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
組
織
運
営
に
つ
い
て
は
、
世
代

交
代
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
運
営
の
仕
方

や
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
子
供
の
頃
は
よ
く
「
人
生
50
年
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
「
人
生

１
０
０
年
時
代
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
高
齢
世
帯
や
孤
立
化
に
よ
る
認
知

症
の
増
加
、
地
域
社
会
の
活
力
低
下
な
ど
の

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が

楽
し
み
を
持
ち
充
実
し
た
日
常
生
活
を
送
る

に
は
、健
康
で
自
立
し
、お
互
い
に
支
え
合
い
、

人
生
で
培
っ
た
経
験
や
知
識
を
地
域
全
体
で

共
有
し
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
今
以
上
に
老
人
ク
ラ
ブ

の
組
織
強
化
と
活
性
化
を
目
指
し
、
頑
張
っ

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

1　2025 年（令和７年）８月 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。

今 号 の 主 な 内 容

第33号

おかやま県老連だより
（通巻102 号）
令和7 年8 月号

̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山

岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

　1／会長あいさつ
　2／事業計画・収支予算
　3／事業報告・決算・新役員
　4／中国・四国ブロック老人クラブ
　　　リーダー研修会
　5／女性委員会総会・活動計画
67／県下各クラブの活動紹介
89／地域の元気づくり事業・会員加
　　　入促進運動表彰・次世代育成支
　　　援リーダー養成講習会ほか
　�／保険のお知らせ・ナンプレ
　�／会員のひろば
　�／老人福祉大学・行事予定



　

令
和
７
年
３
月
21
日
（
金
）、

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
県
老
連
理
事
会
・

評
議
員
会
に
お
い
て
、
令
和
７

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　　

  
令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

　　

  

事
業
計
画
概
要

事
業
計
画
概
要

◆
重
点
目
標

1�

高
齢
者
の
生
活
を
豊
か
に

す
る
取
り
組
み

・ 

様
々
な
視
点
か
ら
広
く
学

び
考
え
る
機
会
の
提
供

2�

健
康
長
寿
社
会
を
目
指
す

取
り
組
み

　

 

・ 

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

活
動
の
推
進
と
健
康
寿
命

の
延
伸

3�

見
守
り
支
え
合
う
社
会
を

目
指
す
取
り
組
み

　

 

・ 

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

資
す
る
活
動
の
推
進

4�

地
域
の
指
導
者
を
養
成
す
る

取
り
組
み

　

 

・ 

次
代
を
担
う
若
手
高
齢
者

や
女
性
リ
ー
ダ
ー
等
の
養
成

5�

組
織
運
営
体
制
の
確
立

　

 

・ 

加
入
促
進
運
動
の
推
進
と

魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り

◆
事
業
計
画

1�

第
50
次
岡
山
県
老
人
福
祉

大
学
の
開
催

　

会
場

　
　

瀬
戸
内
、
倉
敷
、

　
　

津
山
、
高
梁
、

　

期
間

　
　

９
月
～
11
月

　

受
講
生
募
集

　
　

９
５
０
名

　

テ
ー
マ

　
　

◇
日
本
の
歴
史

　
　

◇
健
康
づ
く
り

　
　

◇
老
後
の
雑
学

2�

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

の
開
催
（
年
１
回
）

3�

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

事
業

　

・ 
地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
健
康
・
介
護
）６
か
所

　
　

 
１
か
所
あ
た
り
７
万
円
以

内

　
　

 

事
業
報
告
書
の
作
成
・
普

及

4�

地
区
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催

　

実
施
地
区

　
　

備
前
、
備
中
、
美
作

　
　

 

１
地
区
17
万
円
以
内
で

３
種
目
ま
で

5
次
世
代
育
成
支
援
活
動

　

・ 

次
世
代
育
成
支
援
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
習
会
の
実
施

（
年
１
回
）

　

・ 

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
次
世
代
育
成
）
　
６
か
所

　
　

 

１
か
所
あ
た
り
７
万
円
以

内

6�

在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛

活
動

　

・ 

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
友
愛
活
動
）
　
３
か
所

　
　

  

１
か
所
あ
た
り
７
万
円
以

内

7�

高
齢
者
の
安
全
・
安
心
を

支
え
る
活
動

　

・
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

　

・ 

特
殊
詐
欺
・
悪
質
商
法
等

防
犯
安
全
対
策

8
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
の
育
成

　

・ 

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
の
実
施

　
　

会
場

　
　
　

 

５
会
場
（
岡
山
、倉
敷
、

津
山
、
高
梁
、
美
作
）

　
　

期
間

　
　
　

６
月
～
８
月

　
　

受
講
予
定

　
　
　

３
４
０
名　

　

・ 

全
老
連
第
54
回
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
派
遣
（
茨
城

県
）

　

・ 

全
老
連
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
・
生
活
支
援
セ
ミ

ナ
ー
派
遣

　

・ 
女
性
委
員
会
総
会
及
び
幹

事
会
の
開
催
（
年
1
回
）

　

・ 

地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
の
実
施

　
　

実
施
地
区

　
　
　

備
前
、
備
中
、
美
作

　
　

１
地
区
７
万
円
以
内

9�

第
62
回
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
（
岡
山
県
総
合
社
会
福

祉
大
会
）

　
　

10
月
15
日（
水
）　

　
　

岡
山
芸
術
創
造
劇
場
ハ
レ

　
　

ノ
ワ

�
会
員
加
入
促
進
事
業

　

・ 

会
員
加
入
促
進
委
員
会
の

開
催
（
若
手
委
員
会
と
合

同
開
催
）

　

・ 「
単
位
ク
ラ
ブ
年
間
１
名

純
増
運
動
」
の
推
進

　

・ 

会
員
加
入
促
進
モ
デ
ル
単

位
ク
ラ
ブ
表
彰

�
表
彰

　

・ 

全
老
連
会
長
表
彰
（
育
成

功
労
・
優
良
ク
ラ
ブ
等
）

　

・ 

全
老
連
活
動
賞
（
仲
間
づ

く
り
・
健
康
づ
く
り
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
そ
の
他
）

�
広
報
活
動

　

 

機
関
紙
「
晴
れ
ば
れ
シ
ニ
ア

岡
山
」
の
発
行

　

年
２
回
各
３
万
６
千
部

��

市
町
村
老
連
正
・
副
会
長

会
議
（
年
１
回
）

��

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
（
島
根
県
）

��

市
町
村
老
連
事
務
担
当
者

会
議
（
年
１
回
）

��

法
人
運
営
管
理（
評
議
員
会
、

理
事
会
、
監
事
会
等
）

　　
  

収
支
予
算

収
支
予
算

　

次
ペ
ー
ジ
の
円
グ
ラ
フ
の
と

お
り
で
す
。

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度  

事
業
計
画

事
業
計
画
・・
収
支
予
算

収
支
予
算  

決
ま
る

決
ま
る

令和７年３月21日　評議会令和７年３月21日　評議会

令和７年３月21日　理事会令和７年３月21日　理事会

2025 年（令和７年）８月　2



　

令
和
７
年
５
月
29
日
（
木
）
に

開
催
さ
れ
た
令
和
７
年
度
第
１
回

理
事
会
、
並
び
に
６
月
19
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
た
定
時
評
議
員
会
に

お
い
て
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
が
順
次
承
認
さ
れ

ま
し
た
。（
い
ず
れ
も
、
き
ら
め
き

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開
催
）

　

令
和
６
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
、

幸
い
大
き
な
変
更
や
延
期
も
な
く
、

概
ね
計
画
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
・
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
関
係
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

決
算
額
に
つ
い
て
は
、
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。

　

６
月
19
日
（
木
）
に

開
催
さ
れ
た
定
時
評
議

員
会
に
お
い
て
、
前
任

者
の
辞
任
に
伴
い
関
係

市
町
村
老
連
か
ら
推
薦

の
あ
っ
た
方
々
が
、
そ

れ
ぞ
れ
左
の
表
の
と
お

り
理
事
・
監
事
及
び
評

議
員
と
し
て
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

前
任
の
方
々
に
は
県

老
連
の
運
営
や
活
動
に

対
す
る
こ
れ
ま
で
の
ご

尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
新
役
員

の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か

ら
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

区

分

地
区

市

町

村

市
町
村
に

お
け
る
役
職

新
任
者

氏

名

前
任
者

理

事

美

作

真　

庭　

市

会
　

長

山
根
　
貞
夫

綱
島
　
正
志

監

事

美

作

津　

山　

市

副
会
長

田
口
　
義
洋

井
上
　
義
信

評
議
員

備

前

備　

前　

市

副
会
長

田
原
　
隆
雄

横
山
　
茂
樹

吉
備
中
央
町

会
　

長

草
地
　
博
之

上
田
萬
壽
男

備

中

笠　

岡　

市

副
会
長

髙
田
省
一
郎

鏡
山
　
輝
雄

美

作

真　

庭　

市

副
会
長

初
岡
　
　
稔

山
根
　
貞
夫

新　

庄　

村

会
　

長

津
田
　
信
行

田
中
　
寛
一

西
粟
倉
村

会
　

長

春
名
　
静
男

金
子
　
　
稔

岡
山
県
老
連

岡
山
県
老
連  

新
理
事

新
理
事
・・
監
事
監
事
及
び
及
び

評
議
員
を
選
任

評
議
員
を
選
任  

令和７年６月19日  評議員会令和７年６月19日  評議員会

令和７年５月29日  理事会令和７年５月29日  理事会

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度  

事
業
報
告

事
業
報
告
・・
決
算
決
算
承
認
さ
れ
る

承
認
さ
れ
る

■ 令和６年度決算報告 ■

■ 令和７年度予算 ■

事業費
24,895

管理費
1,951

シルバー基金運用利息　
　　　　　　　　　収入積立支出1,190

シルバー基金投資有価
　証券取得支出 500

会費
6,587

補助金等
13,113

事業収入
1,977

管理費
1,994

シルバー基金
特定資産取崩
収入 2,600

収入
28,536
（単位：千円）

支出
28,536
（単位：千円）

収入
28,508
（単位：千円）

支出
28,508
（単位：千円）

会費
6,423

補助金等
13,654

事業収入
2,488

シルバー基金
特定資産取崩
収入1,900

シルバー基金
財政積立預金
取崩収入1,167

シルバー基金
運用利息収入 
　　　1,690

前期繰越金収入
1,143 寄付金 60

雑収入11

シルバー基金財政積立
　　預金取崩収入1,099

シルバー基金運用利息収入 1,700 前期繰越金収入1,380
　寄付金 50
　　雑収入 2

次期繰越金支出17

事業費
25,237

シルバー基金投資
有価証券取得
支出 500

シルバー基金運用利息収入
積立支出760

3　2025 年（令和７年）８月



中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
老
人
ク
ラ
ブ
ク
ラ
ブ  

リ
ー
ダ
ー

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

研
修
会  

島
根
県
で
開
催

島
根
県
で
開
催

法
務
局
が

 

大
事
な
遺
言
書
を

      

預
か
り
ま
す

岡山地方法務局ホームページ

制
度
の
特
色

●遺言書の改ざんや紛失を防止します

●家庭裁判所の検認が不要です
●遺言書の保管の申請手数料は３，９００円

●法務局で遺言書を預かっていることを相続人等
に通知します
●相続開始後、相続人等は遺言書の内容を証明し
た遺言書情報証明書の請求や遺言書の閲覧を
行うことができます

安心

親切

簡単
安価

【お問合せ先】
岡山地方法務局  ☎086-224-5699
　　　倉敷支局  ☎086-422-9679
　　　高梁支局  ☎0866-22-2318

備前支局  ☎0869-64-2770
笠岡支局  ☎0865-62-5295
津山支局  ☎0868-22-9157

遺言書ほかんガルー

～ 大切な人のために、あなたの想いを遺言書で残してみませんか～

岡山県警察本部 交通部交通企画課　 岡山県

ガードレールや柵のない用水路付近では端に寄りすぎず、安全な場所を
通行しましょう。また、道路がせまい場合や、荷物をたくさん積んでい
る時は、安全のため自転車を押して通行しましょう。

過去 10 年のデータ※では、自転車事故による死者の
うち、4割が頭部を損傷しています。（※2015～2024年）
自転車に乗るときはヘルメットをかぶって、大切な
命を守りましょう！ ヘルメット着用は全ての自転車
利用者の努力義務です。

自転車乗車中の交通死亡事故
のうち、７割以上がヘルメット
非着用でした。（2024年）

自転車乗車中の交通死亡事故
１１件のうち、７件が用水路
等転落事故です。（2024年）

自転車事故における死因

◎用水路には要注意 !!

◎あたまを守るヘルメット

　    自転車のるときあたりまえ!!

開　催　日 　　令
和
７
年
７
月
10
日（
木
）〜
11
日（
金
）

場　　　所 　　島
根
県
松
江
市
（
島
根
県
民
会
館
）

参　加　者 　　中
国
・
四
国
11
老
連　
約
２
６
０
名

中
国
地
方
と
四
国
地
方
の
９
県
２
指
定
都
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
参
加
し
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
県
老
連
か
ら
は
、
事
務
局

を
含
め
７
名
で
参
加
し
、
事
例
発

表
に
お
い
て
は
、
第
２
部
「
地
域

に
お
け
る
支
え
合
い
と
生
活
支
援

活
動
」
に
お
い
て
、
新
見
市
・
新

見
駅
前
老
人
ク
ラ
ブ
鶴
亀
会 

安
達

廣
明
会
長
に
事
例
発
表
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
新
見
市
老
連
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
研
修
会
全
体
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
し
た
。

 

　
１ 

日 

目　
　

７
月
10
日（
木
）13
：
00
開
会

【
開
会
行
事
】

開
会
宣
言

　

島
根
県
老
連
副
会
長

　
　
　
　

�

門
脇　

正
人
氏

主
催
者
代
表
挨
拶

　

島
根
県
老
連
会
長

　
　
　
　
　

�

原　
　

洋
子
氏

　

全
老
連
理
事

　
　
　
　

�

安
田　

泰
治
氏

来
賓
挨
拶

　

島
根
県
副
知
事

　
　
　
　
　

石
原�

恵
利
子
氏

　

松
江
市
長

　
　
　
　
　

�

上
定　

昭
仁
氏

 【
基
調
報
告
】

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
」

　

全
老
連
常
務
理
事

��

松
島　

紀
由
氏

 【
事
例
発
表
・
討
議
】

第
１
部

「
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
・
フ
レ

イ
ル
予
防
活
動
」　

 

徳
島
県
・
高
知
県
・
愛
媛
県
の
発
表

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
盆
踊

り
体
操
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
通

し
て
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
役
立
つ

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
事
例
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部

「
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
と
生
活

支
援
活
動
」

山
口
県
・
鳥
取
県
・
岡
山
県(

新
見

駅
前
老
人
ク
ラ
ブ
鶴
亀
会)

の
発
表

　

高
齢
者
が
地
域
の
人
達
と
協
力

し
な
が
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
の
重
要
性
、

必
要
性
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

 【
交
流
会
】

　

各
県
・
市
毎
に
テ
ー
ブ
ル
が
分

か
れ
、
１
日
目
の
日
程
の
話
を
し

な
が
ら
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
会
が

進
み
ま
し
た
。
途
中
、
郷
土
芸
能

で
あ
る
、
ど
じ
ょ
う
す
く
い
等
の

踊
り
や
安
来
節
が
披
露
さ
れ
、
賑

や
か
に
、
ま
た
和
や
か
な
雰
囲
気

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

２ 

日 

目　
　

７
月
11
日（
金
）9
：
15
続
会

第
３
部

「
会
員
増
強
の
取
組
と
後
継
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
」

香
川
県
・
広
島
県
・
広
島
市
の
発
表

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て
、

そ
の
取
り
組
み
と
後
継
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
に
つ
い
て
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ど
の
県
・
市
の
発
表
も
様
々
な

行
事
の
実
施
や
活
動
、
取
り
組
み

の
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も

参
考
に
な
る
発
表
ば
か
り
で
し
た
。

 【
講
演
】

「
現
代
に
生
き
る
小
泉
八
雲
と

　
　

�

セ
ツ
、
そ
し
て
『
怪
談
』」

小
泉
八
雲
記
念
館
館
長

　

小
泉　
　

凡
氏

　

ひ
孫
に
あ
た
る
館
長
の
お
話
は

と
て
も
興
味
深
く
、
八
雲
と
セ
ツ

の
松
江
滞
在
時
の
様
子
や
『
怪
談
』

に
つ
い
て
、
当
時
の
写
真
を
交
え

な
が
ら
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 【
閉
会
】

総
括
・
ま
と
め　

　

島
根
県
老
連
会
長

　
　
　

�

原　
　

洋
子
氏

次
期
開
催
地
挨
拶

　

岡
山
市
老
連
会
長

　
　
　

�

高
橋　

三
穂
氏

閉
会
宣
言　

　

島
根
県
老
連
副
会
長

　
　
　

�
竹
邊　

正
人
氏

　

本
年
度
研
修
会
は
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
回
参
加
さ

れ
な
か
っ
た
皆
様
も
、
来
年
度
は

岡
山
市
で
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
研
修
会
は
例

年
に
な
い
猛
暑
日
の
続
く
７
月

10
日
～
11
日
、山
陰
・
水
の
都
「
松

江
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
初
日
の
事
例
発
表
で
は
、

徳
島
県
美
波
町
の
「
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
で
健
康
づ
く
り
」
で

は
老
人
ク
ラ
ブ
に
未
加
入
の
方

で
も
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
縁
に
会
員
加
入
を
し
て

も
ら
う
と
い
っ
た
取
り
組
み
で

会
員
増
を
図
っ
て
い
る
と
い
う

内
容
で
し
た
。
ま
さ
に
老
人
ク

ラ
ブ
の
メ
イ
ン
行
事
で
す
の
で

枠
を
超
え
た
発
想
で
は
な
い
か

と
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
島
市
高
齢
者
「
い
き

い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
は
、

独
自
の
取
り
組
み
で
は
な
い
か

と
前
置
き
し
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
内
容
は
、
市
内
在
住
の

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
自
ら

の
健
康
づ
く
り
や
地
域
支
援
の

た
め
に
行
う
『
い
き
い
き
活
動
』

を
奨
励
す
る
も
の
で
、
活
動
実

績
に
基
づ
き
付
与
さ
れ
る
ポ
イ

ン
ト
数
（
１
ポ
イ
ン
ト
は
１
０
０

円
、
上
限
あ
り
）
に
応
じ
て
、
ポ

イ
ン
ト
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
押

印
し
て
も
ら
い
奨
励
金
を
受
け

取
る
事
業
で
し
た
。
政
令
指
定

都
市
・
広
島
市
独
自
の
取
り
組
み

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

当
、
鶴
亀
会
の
発
表
は
、
冬
の

風
物
詩
で
あ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
新
見
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
と
新

見
公
立
大
学
の
５
階
建
て
居
住
棟

周
辺
を
電
飾
す
る
活
動
を
発
表
し

ま
し
た
。
助
言
者
の
高
知
県
老
連

の
方
か
ら
も
大
変
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
糧
に
、

今
年
も
何
と
か
高
齢
化
に
ム
チ

打
っ
て
頑
張
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

２
日
目
に
は
、
こ
の
秋
か
ら
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
ば
け

ば
け
』
が
ス
タ
ー
ト
す
る
小
泉
八

雲
の
ひ
孫
で
も
あ
り
小
泉
八
雲
記

念
館
館
長
・
小
泉
凡
様
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
主
人
公
は
小
泉
八

雲
の
妻
・
セ
ツ
様
で
松
江
市
が
舞

台
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
機
会
が

あ
れ
ば
再
訪
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
見
市

　

新
見
駅
前
老
人
ク
ラ
ブ
鶴
亀
会 

会 

長　

安
達��

廣
明

「
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

　

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」に
参
加
し
て

2025 年（令和７年）８月　4



私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

　

令
和
７
年
６
月
27
日
（
金
）、
き
ら
め
き
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
、
第
48
回
女
性
委
員
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
安
田
県
老
連
会
長
か
ら
、「
会

員
加
入
促
進
に
注
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
原
点
は
単
位
ク
ラ
ブ
の
頑
張
り
に
あ
る
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
、ま
た
、香
川
委
員
長
か
ら
も
、「
我

が
ク
ラ
ブ
で
は
他
地
区
に
住
む
人
も
会
員
に
迎
え

入
れ
て
い
る
」
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
香
川
委
員
長
の
進
行
で
協
議
に
入
り
、

ま
ず
「
欠
員
に
伴
う
備
中
地
区
の
幹
事
１
名
の
選

出
」
に
つ
い
て
、
備
中
地
区
の
委
員
で
協
議
が
行

わ
れ
、
左
表
の
方
が
幹
事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
事
務
局
か
ら
、
令
和
７
年
度
の
県
老
連
事

業
方
針
及
び
女
性
委
員
会
活
動
計
画
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
協
議
が
行
わ
れ
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

 

最
後
に
、
そ
の
他
の
協

議
事
項
と
し
て
、
事
務

局
か
ら
市
町
村
別
女

性
委
員
定
数
の
見
直
し

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、

基
本
的
に
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

　

協
議
が
終
了
し
た

後
は
、
和
気
あ
い
あ
い

と
「
牛
乳
パ
ッ
ク
を
利

用
し
た
小
物
入
れ
」
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
午

後
か
ら
幹
事
会
を
開

催
し
、
地
区
別
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
つ

い
て
、
昨
年
度
の
ふ
り

か
え
り
を
発
表
し
た

後
、
地
区
ご
と
に
今
年

度
の
事
業
実
施
に
係
る

意
見
交
換
並
び
に
計
画

の
概
要
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

県老連 第第4848 回  回  女性委員会総会女性委員会総会開催開催
地
区

市
町
村

新
幹
事

前
任
者

備
中

笠
岡
市

西
村
　
輝
子

金
本
久
美
恵

（
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
）

★
主
な
事
業

1 

地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー

    

研
修
会

備
前
、
備
中
、
美
作
の
３

地
区
で
実
施
す
る
。
開
催

日
、
研
修
内
容
は
各
地
区

で
協
議
し
、
９
月
末
日
ま

で
に
申
請
書
を
県
老
連
に

提
出
す
る
。

2 

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー

    

研
修
会

女
性
委
員
も
積
極
的
に
参

加
す
る
。

開
催
場
所　

岡
山
、
倉
敷
、

　
　
　

津
山
、高
梁
、美
作

開
催
時
期　

６
月
下
旬

　
　
　
　
　

～
８
月
下
旬

3 
会
員
加
入
促
進
運
動
の
推
進

行
政
、
社
協
、
町
内
会
に

協
力
・
支
援
を
要
請
す
る

と
と
も
に
女
性
パ
ワ
ー
を

発
揮
し
て
会
員
増
強
に
つ

な
げ
る
。

4 

次
世
代
育
成
支
援
リ
ー
ダ
ー

    

養
成
講
習
会

女
性
委
員
会
を
中
心
と
し

た
女
性
組
織
の
活
性
化
の

取
り
組
み
と
し
て
、
来
年

２
月
頃
に
開
催
す
る
こ
と

と
し
、
講
師
等
は
事
務
局

に
一
任
さ
れ
た
。

令
和
７
年
度

女
性
委
員
会

活
動
計
画
概
要

5　2025 年（令和７年）８月



と ぴ っ く す

西粟倉村

西粟倉村老人クラブ連合会  会長　春名　静男

我が西粟倉村は、岡山県の最東北端に

位置しております。 三県の分水領のある

面積57.97㎢の、平成の大合併をしなかっ

た小さな山村です。岡山県の北の玄関と

考えている西粟倉村は、智頭急行（鉄道）

と姫鳥道路（高速道）が通過しています。

これらの整備により、山陽と山陰間のアク

セス向上、沿線地区の活性化、観光振興

としての役割は大であります。これらによ

り、我が村は、豊かな自然と地域を活性

化させるため様々な取り組みがなされてい

ます。
このような過疎地域である西粟倉村の

老人クラブ連合会は、12の単位クラブで

構成されており、毎月の地区サロンでの

勉強会など活動が行われ、公民館を使用

しての活動を行っております。なかでも今

回紹介するのは、囲碁ボールです。どこの

単位クラブでも月に何回か囲碁ボールが行

われており、男女を問わず、また、高齢者・

身障者等だれでも気軽に参加をし競技が

できます。囲碁とニュースポーツを組み合

わせた競技で公民館など室内でできます。

当、老人クラブ連合会主催の囲碁ボー

ル大会は、年１回参加人数約 80人で地区

対抗で４ブロックに分かれチームで戦い、

勝敗を決めております。西粟倉村老人クラ

ブ全会員数の１/3が参加し、老人クラブ

のイベントでは最多の人数です。今年も村

の百森ひろばで大会を開催し、会場内は

熱気にあふれ、大いに盛り上がりました。

囲碁ボールは、集中力と戦略性が求め

られるため頭の体操になります。適度な

運動にもなります。日頃、会えない会員間

の情報交換や親睦を深めることもできて

います。秋にも、老人クラブ共催の囲碁

ボール大会があります。次の大会に向け

各地区で練習し優勝を目指します。皆さ

ん楽しみにされています。

囲碁ボールを楽しみながら、地区での

絆が強まり会員皆の健康維持と健康増

進につながるよう

願っておりますが、

老人クラブの今後

の課題は、会員数

の減少と高齢化の

ため、会員のニー

ズに合った 活動

の工夫が必要と

考えらえます。

囲碁ボールで健康増進
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吉備中央町は、加茂川町と賀陽町が平成16 年に合併

してできた町です。地理的には岡山県の中心で、吉備高

原台地に位置しています。山林が多く、農業は稲作が中

心ですが、畑地ではブドウの栽培も盛んで、高冷地の円

城白菜も有名です。初夏には宝石のような青い羽根のブッ

ポウソウが飛び交う、のどかな町です。
また、吉備高原地域は、地下地盤がしっかりしており、

断層がなく地震や災害の心配が少ないことが自慢です。

下加茂は、旧加茂川庁舎があった地区で、国道429号、

484号、県道御津・高梁線が交差した交通の要衝にあり

ます。
下加茂老人クラブは会員32名ですが、会員の確保に

苦慮しているところです。
主な取り組みとしては、地区の公民館長が学長で、各

単位老人クラブの会長が運営委員をしている、津賀人生

大学の講座（年 3回程度開催）へ積極的に参加しています。

この講座では、教養を高めることを目的とし、会員相互

のコミュニケーションを図っています。お盆に気持ちよく

参拝していただくことを目的に、毎年 8月の初めに、近く

のお寺「宗林寺」の清掃をしています。清掃当日は、朝の

涼しい時間帯の7時から始め、約１時間草刈りや掃き掃

除をした後、少し談笑をして解散することにしています。

秋には恒例行事の町外視察研修があり、昨年は真庭市

の旧遷喬小学校と、椎の木御殿旧勝山藩主（三浦邸）を

見学し、勝山の町並み保存地区を散策しました。帰りに

は道の駅「醍醐の里」で買い物をし、楽しい一日を過ごし

ました。
今年の総会では、会議が終わってからニュースポーツ

を楽しみ、有意義な総会となりました。
できるだけた

くさんの方に参
加していただき、
楽しんでいただ
ける会になるよ
う、いつも心掛
けています。

総社市老人クラブ連合会（以下、いきいきシニア総社）
では、会員の健康増進やつながりづくりのためグラウン
ド・ゴルフ大会や各種講座等、様々な事業を実施してい
ます。

その中で令和６年度の評議員会及び女性委員会の合同
研修は、これからも会員が健康で元気に活動を続けてい
くことを目指して、「食事面のアドバイスをいただきた
い」という想いから管理栄養士の外部講師をお招きし、開
催しました。『「食べること」は「からだをつくること」』と
いう演題で61名の会員の皆さんと学ばせていただきまし
た。

講師から「昨日は何を食べましたか？」と問われ、参加
者は当日配付された10食品群チェックシートを活用して
昨日の一日に食べたものを思い出しながら書き出しまし
た。すると、参加者からは「意外とバランスが偏ってい
るなぁ」「海藻や果物は食べる機会が圧倒的に少ない！」
等の気づきの声が挙がりました。中には、一日で10食品
群の栄養素をすべて摂取できている会員がおり、会場か
らは自然と拍手が起こりました。また、毎食のバランス
を整えるのは難しくてもちょっとした工夫でたんぱく質
が取れる方法等日常生活の中で実践しやすいポイントの
ご紹介もいただきました。講義終了後には「来られなかっ
た会員にも共有をしたい」と10食品群チェックシートを
持ち帰ってくださる方もいらっしゃいました。

このように実施した研修内容を各単位クラブに持ち帰
り共有をしていただくことで、会員が健康で元気になる
一助になり、それがいずれ、いきいきシニア総社の活性
化にも繋がると感じました。今後も会員が楽しみながら、
健康で元気に暮らし続けられるよういきいきシニア総社
として事業や研修会を実施していく所存です。

吉備中央町

総社市

吉備中央町老人クラブ連合会（下加茂老人クラブ）   会長　草地　博之

総社市老人クラブ連合会（いきいきシニア総社）　 会長　岡　  弘

下加茂老人クラブの活動

今後も健康で元気に活動するために

ブッポウソウ（写真提供：黒瀬邦彦）
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健康づくり推進健康づくり推進委員会委員会を開催を開催

令和７年度

令和７年度 令和６年度 実施

「「地域地域のの元気づくり事業元気づくり事業」」
実施団体決定実施団体決定

会員加入促進運動表彰会員加入促進運動表彰

■令和７年度 地域の元気づくり事業（健康づくり・次世代育成・シルバー）
 （単位：円）

市町村 実施団体 健康づくり 次世代 シルバー 小  計

1
倉 敷 市

玉島地区老人クラブ連合会 70,000 70,000

2 玉島地区老人クラブ連合会 70,000 70,000

3
井 原 市

井原地区老人クラブ連合会
木之子慎思クラブ 70,000 70,000

4 美星地区老人クラブ連合会
大倉福寿会　 70,000 70,000

5 総 社 市 総社市老人クラブ連合会 30,000 30,000

6
高 梁 市

鶴鳴東長寿クラブ 70,000 70,000

7 有漢地域老人クラブ 70,000 70,000

8 新 見 市 長屋長寿会 70,000 70,000

9
瀬戸内市

瀬戸内市老人クラブ連合会 70,000 70,000

10 瀬戸内市老人クラブ連合会 60,000 60,000

11
赤 磐 市

赤磐市老人クラブ連合会 50,000 50,000

12 熊山支部 70,000 70,000

13 真 庭 市 北房支部 70,000 70,000

14 美 作 市 英田支部 60,000 60,000

15 和 気 町 和気町老人クラブ連合会 56,000 56,000

16 矢 掛 町 美川老人クラブ朗人会 70,000 70,000

17 西粟倉村 西粟倉村老人クラブ連合会 70,000 70,000

合　計 406,000 270,000 420,000 1,096,000

※�シルバーとは、シルバー基金の運用益を活用して支援するもので、友愛活動事業や複合事業などが対象。

　令和７年度の「地域の元気づくり事業」実施団体が決まりました。
　本年度は、12市町村老連15団体で、17の事業が実施される予定です。実施
団体の皆様、よろしくお願いします。
　この事業は、「健康づくり・介護予防事業」、「次世代育成支援（世代間交流）事業」
及び「友愛活動事業」について、地域の元気づくりに取り組む市町村老連や地区（学
区）老連、単位クラブを支援するもので、県老連の主要な事業の一つです。

　令和７年４月22日（火）、きらめきプラザにおいて、老人クラブ関係者は
もとより、医師会等の学識経験者や行政・関係団体から約20名が出席して、
通算第28回となる健康づくり推進委員会が開催されました。
　事務局から、市町村老連が進める健康づくりの取り組みに対する県老連に
よる支援として、地域の元気づくり事業や各種研修事業等について、令和６
年度の実施状況と７年度の実施計画を説
明し、質疑応答や意見交換を行いました。
　その後、各委員から専門的知見に基づ
くアドバイスをいただくこともでき、実り
ある会議となりました。

　市町村老連の推薦をもとに、令和６年度に実施した
会員加入促進運動の表彰クラブが決まりました。受賞
された単位クラブの皆様、おめでとうございます。ま
た、ご尽力いただきありがとうございました。
　県老連では、「単位クラブ年間１名純増運動」に取り
組んでいます。会員の皆様引き続きご協力をよろしく
お願いします。

既存クラブ（26クラブ）

倉 敷 市� ５クラブ

東八王寺なかよしクラブ
水島すこやかクラブ
田和悠遊クラブ連合会第二クラブ
天王老人クラブ
三和クラブ

津 山 市� 7クラブ

久米福寿会
塔中笑和会
五月会
笑楽会
草加部松寿会
笠松いきいきクラブ
新野山形老人クラブ

総 社 市� １クラブ 三須長寿会
新 見 市� １クラブ 生き活きクラブ塩田
備 前 市� １クラブ ゆうあいクラブ日生連合会寒河西

赤 磐 市� 4クラブ

佐古老人クラブ
釣井老人クラブ
山陽５丁目長寿会
桜が丘西５丁目さくらクラブ

浅 口 市� １クラブ 道木老人クラブむつみ会
真 庭 市� １クラブ 湯南クラブ

里 庄 町� 3クラブ

浜中団地東老人クラブ
手ノ際老人クラブ
八ツ的シニア夢クラブ

矢 掛 町� 2クラブ
山田長寿会
きび協和会

新規クラブ（６クラブ）

倉 敷 市� 6クラブ

浜町白寿会
神田２丁目老人クラブ
箭田いきいき東第二クラブ
箭田いきいき北第二クラブ
岡田シニア上倶楽部会
呉妹シニア会さくらクラブ

復活クラブ（0クラブ）
申請なし　　

合計：32クラブ（10市町老連）

《表彰の対象》
　表彰の対象は、「会員加入促進委員会」を設置している市町
村老連の単位クラブで次のいずれかの基準に該当する単位ク
ラブとする。
① 30人以上の単位クラブで次年度４月１日の会員数が、今年

度４月１日より10％の増員数（純増）以上であること。ただ
し、60人以上の単位クラブにあっては、５％の増員数（純増）
以上であること。

② 新規に設立されたクラブ、又は休会・解散
したクラブを復活させたクラブであること。

　該当期間：今年度４月１日～３月31日
　　　　　  （１年間）
③その他 県老連会長が特に認めた場合。
※②、③においても30人以上とする。
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令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

市
町
村
老
連
会
長

市
町
村
老
連
会
長
・・

事
務
事
務

担
当
者
合
同
会
議
を
開
催

担
当
者
合
同
会
議
を
開
催

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
を

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
を

岡
山
県
で
開
催

岡
山
県
で
開
催

　

令
和
７
年
２
月
13
日（
木
）、
き
ら

め
き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
令
和
６
年

度
次
世
代
育
成
支
援
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
岡
山
県
子
ど
も
未
来
課 

少
子
化
対
策
班
の
大
村
伸
枝 

総
括
参

事
か
ら
「
岡
山
い
き
い
き
子
ど
も
・

若
者
プ
ラ
ン
２
０
２
５（
案
）
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
少
子
化
や
子
ど
も
・

若
者
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
プ

ラ
ン
の
説
明
を
受
け
、
社
会
全
体
で

子
育
て
家
庭
や
子
ど
も
・
若
者
を
支

え
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
岡
山
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
よ
り
直
井
美
香 

先
生
を
お
招

き
し
、
高
齢
者
が
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り

を
通
し
て
子
育
て
世
代
と
交
流
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
効
果
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
員
で
子
ど
も
と
の
交

流
に
活
用
で
き
る
お
ひ
な
様
（
ク
ラ

フ
ト
作

品
）
を
作

り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、

思
い
思
い
の
折

り
紙
で
作
っ
た
着
物
や
飾
り
つ
け
の

シ
ー
ル
等
を
選
び
台
紙
に
貼
り
付
け
、

他
の
人
と
被
ら
な
い
唯
一
無
二
の
作

品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

直
井
先
生
に
は
、
今
回
作
成
し
た
も

の
以
外
に
も
、
子
ど
も
と
の
交
流
に
活

用
で
き
る
ク
ラ
フ
ト
作
品
を
複
数
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
質
問
す

る
参
加
者
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
２
月
21
日（
金
）、

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
令

和
６
年
度
市
町
村
老
連
会
長
・

事
務
担
当
者
合
同
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
従
前
、
市
町
村
老

連
正
・
副
会
長
会
議
と
市
町
村

老
連
事
務
担
当
者
会
議
と
し
て

別
々
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
令
和
４
年

度
か
ら
合
同
の
会
議
と
し
て
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度
は

参
加
者
の
負
担
も
考
慮
し
て
半

日
の
会
議
と
し
、
23
市
町
村
老

連
か
ら
40
名
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
程
中
、
岡
山
県
の
政
策
推

進
監
か
ら
県
議
会
に
提
案
さ
れ
た

「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
生
き
活

き
プ
ラ
ン
」の
第
４
次
改
訂（
案
）

を
ご
説
明
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

会
場
か
ら
は
熱
心
な
質
問
等
が

相
次
ぎ
、
予
定
の
講
演
時
間
を

大
幅
に
超
え
る
な
ど
、
有
意
義

な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

♦
当
日
の
次
第

１ 

開
会
挨
拶

　

岡
山
県
老
連　

安
田
会
長

２ 

行
政
説
明

「
第
４
次
晴
れ
の
国
お
か
や
ま

生
き
活
き
プ
ラ
ン（
案
）に
つ

い
て
」

　

 

県
総
合
政
策
局　

政
策
推
進
監  

東　

寛 

氏

プ
ラ
ン
の
４
つ
の
重
点
戦
略
の

概
略
と
、
そ
の
う
ち
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
や
、
高
齢
者

に
関
わ
り
の
深
い
保
健
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
健
康
寿
命
、

介
護
、
認
知
症
等
）
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
説
明

３ 
事
業
方
針
等
に
つ
い
て

県
老
連
の
財
政
状
況
を
踏

ま
え
た
事
務
事
業
等
の
見
直

し
、
令
和
７
年
度
の
事
務
取

扱
及
び
事
業
実
施
等
に
つ
い

て
、
県
老
連
事
務
局
か
ら
説

明
４ 

質
疑
応
答
・
情
報
交
換

　

令
和
７
年
４
月
24
日
（
木
）、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
中
止
を
は
さ
み
８
年
ぶ

り
に
岡
山
県
老
連
を
当
番
県
と
し
て
、

令
和
７
年
度
の
連
絡
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、「
サ
ン
・
ピ
ー

チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」に
中
国
地
方
の

５
県
２
指
定
都
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
会
長
及
び
役
員
な
ど
約
40
名
が

集
ま
り
、
次
の
日
程
で
活
発
な
討
議

や
意
見
交
換
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▲点線で切り取って、はがきの通信面にしっかり貼ってください。

はがきに答え（問題図を切り取って貼ってください）、クラブ名・氏名・住所・
電話番号を明記し、岡山県老人クラブ連合会「晴ればれシニア岡山」パズ
ル係へ。正解者の中から抽選で5名を決定します。
応募締切は令和7年10月31日（金）必着。

【応募先】〒700-0807 岡山市北区南方2-13-1 きらめきプラザ内
   　　　　岡山県老人クラブ連合会
   　　　　　「晴ればれシニア岡山」 パズル係   

正解者の中から５名様に正解者の中から５名様に
QUO カードQUO カード（１，０００円分）（１，０００円分）を差し上げますを差し上げます

１ ２ ６ ９ 8 ５ ４ ７ ３
９ ４ ５ ６ 7 ３ 2 ８ １
７ 3 8 ４ １ ２ ９ ５ ６
２ 5 ３ ８ ４ １ ６ ９ ７
４ ７ １ ５ ９ ６ ３ ２ ８
6 ８ 9 ２ ３ ７ 1 ４ ５
５ ６ ４ １ ２ ８ ７ ３ ９
３ 1 ２ 7 ５ ９ 8 ６ ４
8 ９ ７ ３ ６ ４ ５ １ ２

応募総数は158通でした。
当選者は以下の5名です。
おめでとうございます。（敬称略）

河原　純枝（倉敷市 東富井シニア会）
土倉　弘子（倉敷市 並木あけぼのクラブ）
田村喜美子（真庭市 楽笑会）
鍋島　時男（津山市 知和老人クラブ）
永瀬　昭子（倉敷市 中帯江睦会）

クラブ名

お名前

ご住所　〒　　　　−

ＴＥ L（　　　　　）　　　　　−

 ナンプレ答え 　　晴ればれシニア岡山第 33 号

2 9 1
7 6 3

9
4 7

5 3 9
4 1

7 8 3 2
8 5 2

5 6 4 9

ご自身のケガの補償

老人クラブ傷害保険老人クラブ傷害保険老人クラブ傷害保険老人クラブ傷害保険
自分がケガをしてしまった時の保険です。

24時間型
活 動 型

相手の物、ケガの補償

老人クラブ賠償責任保険老人クラブ賠償責任保険老人クラブ賠償責任保険老人クラブ賠償責任保険
他人の物を壊したり、ケガをさせた時の保険です。

会員は所属クラブを通じての任意加入となります。 クラブ全会員での加入が条件となります。

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２ 新霞が関ビル５階

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで
13：00から17：00まで

土、日、祝祭日、
年末年始休

老人クラブ会員向けに
傷害保険 賠償責任保険・ 安心補償で

2025年2月作成　24TC-006926

ルール
〇空いているマスに１から９までの数字のどれかが入ります。
〇縦と横の列（各列に9マスあります）、太い線で囲まれた３×３の 9 個
のブロック（それぞれ９マスあります）のいずれにも、１から９までの
数字が１つずつ入ります。

第 32 号　ナンプレの答え

2025 年（令和７年）８月　�
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絵手紙

津山市�綾部西老人クラブ　内田�美智子

●俳句　　●川柳　　●短歌　　●絵手紙
●投稿文
　（身近な出来事、趣味などについて400 字程度）

岡山県老人クラブ連合会では、令和８年1月に発行する「晴れ
ばれシニア岡山」第34号に掲載する皆様の作品を次のとおり
募集いたします。

皆様の作品を募集します
応募締切日／令和７年10月31日（金）

※投稿は未発表のものをお一人1点でお願いします。
※クラブ名・氏名・住所・電話番号を必ずご記入ください。
※ 編集にあたり、文章の若干の添削をすること、また応募数が多数の場合

は事務局により選考させていただく場合があることをご了承ください。

【応募先】 〒700-0807 岡山市北区南方２－１３－１ きらめきプラザ内
　　　　岡山県老人クラブ連合会 「晴ればれシニア岡山」 作品募集係

�　2025 年（令和７年）８月

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



いよいよ第 50次となる「岡山県老人福祉大学」の開講が間近に迫りました。今年度から同大学の愛称として「晴ればれ
シニア大学」を使用することとし、次のとおり実施します。なお、主に備前地区の受講者を対象に、きらめきプラザで
これまで開催してきた「岡山会場」は「瀬戸内会場」に変更します。

開講
間近

令和 7 年度（第 50 次）
（岡山県老人福祉大学）

（発行部数：35,000 部）

発行：（公財）岡山県老人クラブ連合会
　〒700-0807 岡山市北区南方2丁目13番1号
　岡山県総合福祉・ボランティア・NPO 会館
 （きらめきプラザ内） 
　TEL（086）226-2877  FAX（086）226-2881

企画・印刷：昭和印刷株式会社
　岡山市南区豊成 3-1-27  TEL（086）264-6110

老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加しているクラブです。
市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高齢者の経験、知識を生かし、地域
社会に貢献するとともに、生きがいと健康づくりのために相互に支え合うことを目的とし
て運営されています。

老人クラブとは

岡 山 県

■会 員 数

　　　103,701 人

■クラブ数
　　　2,145 クラブ

（令和7年3月末現在）

令和７年度 ４〜７月の会議等
4月22日㈫ 健康づくり推進委員会 実 施
4月24日㈭ 中国ブロック連絡協議会 実 施
5月14日㈬ 県老連監事監査 実 施
5月29日㈭ 第1回理事会 実 施
6月19日㈭ 定時評議員会 実 施
6月27日㈮ 女性委員会総会及び幹事会 実 施
7月10日㈭
〜11日㈮

中国・四国ブロック
老人クラブリーダー研修会 実 施

令和７年度（第50次） 岡山県老人福祉大学「晴ればれシニア大学」 日程・内容

区 分
瀬戸内

ゆめトピア
長船

倉 敷
くらしき健康
福祉プラザ

津 山
津山文化
センター

高 梁
高梁市文化

交流館
講　　師 演　　題

９月 2日㈫ 24日㈬ 9日㈫ 17日㈬ 山陽学園大学総合人間学部言語文化学科　　
教授（学科長）  佐藤雅代 先生 「絵画化された『源氏物語』」

10月 2日㈭ 29日㈬ 17日㈮ 23日㈭ 映画・アニメ研究者、エッセイスト、出版企画者
　　　　　　　　　　　世良利和 先生 「岡山と映画」

11月 11日㈫ 28日㈮ 19日㈬ 13日㈭
川崎医科大学高齢者医療センター　　　　　

管理栄養士　森光　大 先生
健康運動指導士　玉置昭平 先生

「ヨボヨボ予防でフレイル予防」
「運動を通して、あなたに安心を」

※日程は会場予約や講師の都合により変更することがあります。　

令和７年度 高齢者地域リーダー研修会 日程
岡 山 6月23日㈪ きらめきプラザ
高 梁 7月 3日㈭ 高梁市文化交流館
津 山 7月24日㈭ 津山市総合福祉会館
美 作 8月 4日㈪ 湯郷地域交流センター
倉 敷 8月27日㈬ くらしき健康福祉プラザ

※日程は会場予約や講師の都合により変更することがあります。　

　　　　　　　　　　去る６月、全国老人クラブ連合会では、会員である都道府県・指定都市老連の負担軽減及び拠出分担金（予算）の

有効活用を図るため、理事・評議員定数の縮減を実施しましたが、本県老連においても、岡山市老連の分離独立時から適用している現

行定数の見直しに着手したところです。ついては、市町村老連におかれましても、県老連事務局がお示しした案を基に、関係老連と検討

や話し合いを重ね、地区別会議の議題とするなど、取りまとめに向けてご協力をお願いいたします。

令和７年度 岡山県総合社会福祉大会
10月15日㈬ 岡山芸術創造劇場ハレノワ 開催予定

第54回 全国老人クラブ大会
11月5日㈬

〜6日㈭ 茨　城　県 開催予定

編集後記

県老連の行事について

2025 年（令和７年）８月　�


